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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 38,093 4.1 10,169 ― 9,642 ―

21年3月期第3四半期 36,587 ― △20,650 ― △14,960 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 65.05 ―

21年3月期第3四半期 △102.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 1,883,029 88,794 4.5 496.39
21年3月期 1,854,037 63,004 3.2 410.54

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  85,635百万円 21年3月期  60,156百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
22年3月期 ― 3.00 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,500 1.0 9,500 ― 8,500 ― 54.84
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、３、４ページの【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる
結果となる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 172,700,000株 21年3月期  146,700,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  184,797株 21年3月期  171,425株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 148,223,043株 21年3月期第3四半期 146,564,609株
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【定性的情報・財務諸表等】 
 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

第 1 四半期連結会計期間の国内景気は、大幅に悪化したあと、下げ止まりの動きが徐々に明確になってきまし

た。個人消費や設備投資等の弱さは続いているものの、一方で各種経済対策の執行で公共投資が増加し、また、

輸出や生産が内外の在庫調整の進捗等により下げ止まりを示しました。 
第２四半期連結会計期間の国内景気は、公共投資のほか輸出や生産の増加が継続し、持ち直しの動きが明確に

なりました。一方、企業収益や雇用・所得環境の厳しさが続くなか、個人消費や設備投資は弱めの動きが続きま

した。景気が回復に転じつつあるとの期待から株式市場は堅調な動きとなり、日経平均株価は１万円台を回復し

ました。 
第３四半期連結会計期間の国内景気は、国内外における各種対策効果などから持ち直しの動きが継続しました。

雇用・所得環境は厳しく、内需の自律回復力は弱いものの、引続き輸出や生産が増加しました。消費は耐久財を

中心に持ち直し、設備投資も下げ止まりの兆しが見られました。日経平均株価は１万円を中心にもみ合い横這い

圏で推移しました。 
このような金融経済環境のなか、当行グループは引き続き地域に密着した営業展開と経営内容の充実に努めま

した結果、当第３四半期連結累計期間の業績は次のとおりとなりました。 

資金運用収益は、貸出金の利回り低下により減少、役務取引等収益も預り資産販売手数料の減少等により減少

しましたが、有価証券売買益や金融派生商品収益の増加により、その他業務収益及びその他経常収益が増加した

ため、経常収益は、前年同四半期比 1,506 百万円増加して 38,093 百万円となりました。一方、資金調達費用は、

預金利回りの低下により減少、その他業務費用も国債等債券償却及び金融派生商品費用の減少により減少しまし

た。また、人件費を中心とした営業経費の減少、与信関連費用の大幅な減少により、経常費用は、前年同四半期

比 29,314百万円減少して27,924 百万円となりました。以上により、経常損益は、前年同四半期比 30,819 百万円

増加して 10,169 百万円の経常利益、四半期純損益も、同 24,602 百万円増加して 9,642 百万円の四半期純利益と

なりました。 
 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期末（平成 21年 12 月 31 日）における財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末比290

億円増加して１兆 8,830 億円、純資産額は同 257億円増加して 887 億円となりました。 

主要な勘定科目につきましては、貸出金は公共向け貸出の減少により、前連結会計年度末比 282 億円減少して

1 兆 1,770 億円、有価証券は国債の購入、地方債の引受け等により同 415 億円増加して 5,907 億円、預金・譲渡

性預金は個人・公金預金の増加により同 372億円増加して 1兆 7,355億円となりました。 
 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

平成 22年３月期通期の業績予想につきましては、平成 21年 11 月 11 日公表の数値から変更ありません。 
 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

【簡便な会計処理】 

① 減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法によ

り算定しております。 

② 貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てている債

権等以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、中間連結会計期間末の予想損失率を適用して計上

しております。 

③ 税金費用の計算 

当行の法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出

に係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

④ 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、中間連結会計期間末の検討において使用した将来

の業績予想やタックス・プランニングに、当該中間連結会計期間末以降に生じた経営環境、または一時

差異の発生状況の変化の影響を加味した結果を適用しております。 
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

① 税金費用の処理 

連結子会社の税金費用は、当第３四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算

定しております。 

なお、連結子会社の法人税等調整額は、「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。 

 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 34,004 41,622

コールローン及び買入手形 27,118 －

買入金銭債権 2,673 3,658

商品有価証券 20 45

金銭の信託 2,035 2,000

有価証券 590,708 549,245

貸出金 1,177,016 1,205,245

外国為替 963 981

リース債権及びリース投資資産 8,422 9,256

その他資産 14,041 14,155

有形固定資産 24,009 24,580

無形固定資産 2,042 1,721

繰延税金資産 17,156 19,951

支払承諾見返 4,742 4,270

貸倒引当金 △21,838 △22,603

投資損失引当金 △88 △94

資産の部合計 1,883,029 1,854,037

負債の部   

預金 1,679,657 1,630,722

譲渡性預金 55,863 67,610

コールマネー及び売渡手形 － 25,189

借用金 14,866 23,258

外国為替 11 14

社債 15,000 15,000

その他負債 12,780 13,480

退職給付引当金 7,074 6,997

役員退職慰労引当金 500 507

睡眠預金払戻損失引当金 218 310

偶発損失引当金 144 104

再評価に係る繰延税金負債 3,375 3,567

支払承諾 4,742 4,270

負債の部合計 1,794,234 1,791,032

純資産の部   

資本金 14,202 10,662

資本剰余金 8,301 4,761

利益剰余金 56,496 47,464

自己株式 △76 △71

株主資本合計 78,924 62,817

その他有価証券評価差額金 4,114 △5,516

繰延ヘッジ損益 △5 △16

土地再評価差額金 2,602 2,871

評価・換算差額等合計 6,711 △2,661

少数株主持分 3,158 2,847

純資産の部合計 88,794 63,004

負債及び純資産の部合計 1,883,029 1,854,037
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 (2)【四半期連結損益計算書】 
 【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

経常収益 36,587 38,093

資金運用収益 25,042 23,735

（うち貸出金利息） 19,631 18,493

（うち有価証券利息配当金） 5,137 5,168

役務取引等収益 5,276 5,106

その他業務収益 5,732 7,396

その他経常収益 536 1,855

経常費用 57,238 27,924

資金調達費用 3,992 2,709

（うち預金利息） 3,056 1,860

役務取引等費用 1,252 1,263

その他業務費用 16,168 4,103

営業経費 18,991 18,488

その他経常費用 16,833 1,360

経常利益又は経常損失（△） △20,650 10,169

特別利益 159 541

固定資産処分益 6 4

償却債権取立益 153 480

投資損失引当金戻入益 － 5

睡眠預金払戻損失引当金戻入益 － 51

特別損失 36 546

固定資産処分損 36 279

減損損失 － 267

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△20,526 10,163

法人税、住民税及び事業税 90 309

法人税等調整額 △5,255 △100

法人税等合計 △5,164 209

少数株主利益又は少数株主損失（△） △401 312

四半期純利益又は四半期純損失（△） △14,960 9,642
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（３）継続企業の前提に関する注記 

当第３四半期連結累計期間(自 平成 21年４月１日 至 平成21年 12 月 31 日) 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間(自 平成 21年４月１日 至 平成21年 12 月 31 日) 

当行は、平成 21年 12 月 14日付で、有償一般募集(ブックビルディング方式による募集)による増資

の払込みを受けております。この結果、当第３四半期連結会計期間において資本金及び資本準備金がそ

れぞれ 3,539百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が 14,202百万円、資本剰余

金が 8,301 百万円となっております。 

なお、平成 22年１月14日付で、有償第三者割当(オーバーアロットメントによる売出しに関連した

第三者割当増資)による増資の払込みを受けております。この結果、資本金及び資本準備金は、当第３

四半期連結会計期間末残高からそれぞれ 494百万円増加しております。 
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(参考資料）

△ 1,750△ 5,2165,176△ 40法人税等合計

2625631法人税、住民税及び事業税

△ 21,858

△ 1,776

△ 23,609

260

△ 23,869

13,370

△ 1,806

△ 15,440

△ 10,450

△ 8,429

4,096

6,117

△ 4,333

11,015

11,637

23,783

△ 13,453

5,024

27,880

19,450

（参考）

平成20年度

コア業務純益

△ 4,86014,5399,679業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

うち物件費

うち人件費 8,844△ 6998,145

8,331△ 1388,193

その他業務利益

役務取引等利益

資金利益

△ 11,82213,9982,176

4,042△ 1833,859

21,011△ 2720,984

うち不良債権処理額

うち株式関係損益

△ 14,98424,6129,628
四半期（当期）純利益又は

四半期（当期）純損失(△)

△ 5,2415,170△ 71法人税等調整額

△ 20,20129,7899,588
税引前四半期（当期）純利益又は

税引前四半期（当期）純損失(△)

124△ 10618特別損益

△ 20,32529,8959,570経常利益又は経常損失(△)

14,067△ 12,2641,803

うち債券関係損益

2,204

14,455

10,446

15,440

△ 900

4,092

△ 750

13,789

平成20年度

第3四半期比

△ 7461,458

△ 14,974△ 519臨時損益

△ 9,1901,256

△ 5,35010,090業務純益

490△ 410一般貸倒引当金繰入額

4,3308,422

18,09117,341経費（除く臨時処理分）

13,23127,020業務粗利益

平成20年度

第3四半期

累計期間

平成21年度

第3四半期

累計期間

１．第3四半期決算の概況【単体】

①業務粗利益 債券関係損益の増加や金融派生商品収益の増加を主因とした、その他業務利益
の大幅な増加により、前年同四半期比13,789百万円増加して27,020百万円とな
りました。

②経常損益 業務粗利益の増加に加えて、株式関係損益の増加や与信関連費用の大幅な減少
により、前年同四半期比29,895百万円増加し、経常利益は9,570百万円となり
ました。

③四半期純損益 経常損益の増加により、前年同四半期比24,612百万円増加し、四半期純利益は
9,628百万円となりました。

（単位：百万円）

注：コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－債券関係損益
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２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示
（部分直接償却実施後）

12,27011,9275111,978総 与 信

418449△132317合 計

△ 1.13％

△ 31

1

△ 102

20年12月末比

3.40％

75

246

96

（参考）

21年3月末
20年12月末21年12月末

3.77％2.64％
開示債権の総与信に占める

割合

5625要 管 理 債 権

220221危 険 債 権

17270
破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

金融再生法ベースの不良債権残高は、前年同四半期比132億円減少して317億円となりました。
なお、開示債権の総与信に占める割合は、前年同四半期比1.13ポイント改善して2.64％となりました。

（単位：億円）
（連結）

（注）1. 上記の12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定
する各債権のカテゴリー（以下、「開示区分」という。）により分類しております。
また、12月末の開示区分の金額は、平成21年9月末から同年12月末までの倒産・不渡り等の客観的な
事実及び行内格付の変動等を反映させた同12月末時点での当行の定める債務者格付・自己査定基準に
基づく各残高を記載しております。

2. 債務者区分との関係
破産更生債権及びこれらに準ずる債権（「実質破綻先」、「破綻先」の債権）
危険債権（「破綻懸念先」の債権）
要管理債権（「要注意先」のうち、債権毎の区分で「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和

債権」に該当する債権）

＜参考＞（単体）
（単位：億円）

12,18511,8396611,905総 与 信

404434△ 127307合 計

△ 1.09％

△ 32

2

△ 98

20年12月末比

3.31％

75

243

85

（参考）

21年3月末
20年12月末21年12月末

3.67％2.58％
開示債権の総与信に占める

割合

5624要 管 理 債 権

217219危 険 債 権

16062
破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

（単位：億円）

（単位：億円）
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9631,0391021,141⑥自己資本額 ③＋④－⑤

913215⑤控除項目

9,8899,2511859,436⑦リスク・アセット等

3203350335④補完的項目(TierⅡ)

9

102

0.93%

0.85%

21年9月末比

405

652

6.59%

9.74%

（参考）

21年3月末
21年9月末21年12月末

383392⑧総所要自己資本額 ⑦×4%

718820③基本的項目(TierⅠ)

7.76%8.69%②TｉｅｒⅠ比率 ③÷⑦

11.24%12.09%①自己資本比率 ⑥÷⑦

３．自己資本比率（国内基準）

平成21年12月末の連結自己資本比率は12.09%(21年9月末比＋0.85ポイント)、連結TierⅠ比率は8.69%(21年9月
末比＋0.93ポイント)となり、国内銀行の基準値4%を上回る水準で推移しております。

（連結）

（単位：億円） （単位：億円）

9321,0091011,110⑥自己資本額 ③＋④－⑤

78210⑤控除項目

9,7839,1541889,342⑦リスク・アセット等

3203341335④補完的項目(TierⅡ)

8

101

0.94%

0.86%

21年9月末比

398

619

6.33%

9.52%

（参考）

21年3月末
21年9月末21年12月末

375383⑧総所要自己資本額 ⑦×4%

683784③基本的項目(TierⅠ)

7.46%8.40%②TｉｅｒⅠ比率 ③÷⑦

11.02%11.88%①自己資本比率 ⑥÷⑦

＜参考＞（単体）
（単位：億円） （単位：億円）

（注）1. 自己資本比率(国内基準)は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし
自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準(平成18年金融庁告示第19号)」に基
づき算出しております。

2. 総所要自己資本額は、リスク・アセット等に4%を乗じた額に、自己資本控除額を加えて算出しており
ます。
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４．時価のある有価証券の評価差額（連結）

有価証券評価差額（含み損益）は、平成21年3月末比123億円増加して68億円の含み益となりました。

うち損うち益

550

4,457

429

5,438

時価

21年3月末

△ 32

6

△ 29

△ 55

評価差額

0

27

31

58

32

21

60

113

うち損うち益

595

4,434

408

5,438

時価

20年12月末

△ 28

16

△ 12

△ 24

評価差額

0

35

40

77

29

19

52

101

60△ 6359そ の 他

396925,178債 券

4931△ 17320株 式

60128685,858その他有価証券

うち損うち益

評価差額時価

21年12月末

（単位：億円）

うち損うち益

42

帳簿

価格

21年3月末

0

含み損益

0 0

うち損うち益

46

帳簿

価格

20年12月末

0

含み損益

0 000033満期保有目的
の 債 券

うち損うち益

含み損益帳簿

価格

21年12月末

３． 満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

（単位：億円）

（注）１． 変動利付国債の時価については、昨今の市場環境を踏まえた検討の結果、引続き市場価格を時価とみな
せない状態にあると判断し、当第3四半期連結会計期間末においては、合理的に算定された価額をもって四
半期連結貸借対照表計上額としております。これにより、市場価格をもって四半期連結貸借対照表計上額
とした場合に比べ、「有価証券」は3,661百万円増加、「繰延税金資産」は1,480百万円減少、「その他有
価証券評価差額金」は2,181百万円増加しております。
変動利付国債の合理的に算定された価額は、ブローカーにより呈示されたものであり、割引現在価値やオ
プション価格計算モデル等に価格決定係数である市場金利等を投入することにより算定されております。

２． その他有価証券で時価のあるもののうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、
時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって四半期連結
貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当該四半期連結累計期間の損失として処理(以下、「減損処
理」という。)しております。
なお、当第３四半期連結累計期間における減損処理は、該当ありません。
また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、時価が取得価額に比べて30%以上下落した場

合であります。
なお、従来、その他有価証券で時価のあるものについて、種類にかかわらず、時価が取得原価に比べて

30%以上下落した場合については、原則として、時価が著しく下落し、かつ回復可能性がないものと判断し
減損処理を行っていましたが、第1四半期連結会計期間より、種類ごとに回復可能性を判断する基準を設け、
この基準により減損処理の要否の検討を実施することとしております。これは、世界的な金融危機により
株式等のボラティリティが急激に大きくなっている状況を鑑み、各連結会計期間の経営成績をより適切に
表示する観点から実施するものであります。この変更により、従来の方法によった場合と比べて、経常利
益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ2,652百万円増加しております。

（単位：億円）

（単位：億円）
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５．デリバティブ取引（連結）

デリバティブ取引は、主として貸出金にかかる金利変動リスク、外国為替取引における為替変動リスクを回避
するため、通常業務の一環として行っております。

（１）金利関連取引
（単位：億円）

評価

損益
時価

契約

額等

評価

損益
時価

契約

額等

評価

損益
時価

契約

額等

△ 4△ 4△ 5△ 5△ 5△ 6合 計

△ 4△ 4342△ 5△ 5356△ 5△ 6296金利スワップ店頭

21年3月末20年12月末21年12月末

種 類区 分

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

（２）通貨関連取引

（６）クレジットデリバティブ取引

（３）株式関連取引

（４）債券関連取引
該当ありません。

該当ありません。

該当ありません。

（５）商品関連取引

評価

損益
時価

契約

額等

評価

損益
時価

契約

額等

評価

損益
時価

契約

額等

0022－－合 計

0072282－－－為 替 予 約店頭

21年3月末20年12月末21年12月末

種 類区 分

△ 10

△ 10

評価

損益

評価

損益
時価

契約

額等
時価

契約
額等

評価

損益
時価

契約

額等

△ 32

△ 32

△ 15△ 341△ 16合 計

△ 15△ 3437371△ 1620
ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄ
ｵ ﾌ ﾟ ｼ ｮ ﾝ店頭

21年3月末20年12月末21年12月末

種 類区 分

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）
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６．貸出金、預金等、預り資産残高（単体）

① 貸出金は、公共向け貸出の増加により、前年同四半期比83億円増加して1兆1,825億円となりました。

② 預金等は、法人および個人預金の増加により、前年同四半期比439億円増加して1兆7,409億円となりました。

③ 預り資産は、投資信託および保険の増加により、前年同四半期比196億円増加して3,411億円となりました。

70.66％73.18％△ 1.92％71.26％中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

221224△ 14210消 費 者 ﾛ ｰ ﾝ

3,2213,1631743,337住 宅 ﾛ ｰ ﾝ

3,4423,3871603,547う ち 個 人 ﾛ ｰ ﾝ

8,5558,593△ 1668,427中 小 企 業 等 貸 出 金

12,10611,7428311,825貸 出 金

20年12月末比 21年3月末
20年12月末21年12月末（１）貸出金残高

676588△ 30558譲 渡 性 預 金

4,5744,454224,476う ち 法 人 預 金

3,4373,1321153,247流 動 性 預 金

17,02716,97043917,409計

1,1361,321△ 921,229定 期 性 預 金

4,2694,2242924,516定 期 性 預 金

6,1596,2562016,457流 動 性 預 金

10,42910,48149210,973う ち 個 人 預 金

16,35116,38246816,850預 金

20年12月末比
21年12月末 21年3月末20年12月末（２）預金等残高

う ち 個 人

公 共 債

う ち 個 人

1,9641,948△ 121,936

836792162954保 険

1,6521,632421,674

44344745492

46947348521投 資 信 託

3,2703,2151963,411預 り 資 産

20年12月末比
21年12月末 21年3月末20年12月末（３）預り資産残高

(参考)（単位：億円）

(参考)（単位：億円）

(参考)（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）
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